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ほ ご
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または開始決定
かいしけってい
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う

けた方
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〇  生活保護
せいかつほご

とは、日本
にほん

国
こく

憲法
けんぽう

第
だい

25 条
じょう

第
だい

１項
こう

が定
さだ

める「すべて国民
こくみん

は、健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な最低限度
さいていげんど

の生活
せいかつ

を 営
いとな

む権利
けんり

を有
ゆう

する。」という

理念
りねん

に基
もと

づき、すべての日本
にほん

国民
こくみん

が自立
じりつ

した生活
せいかつ

が 営
いとな

めるよう、

一定
いってい

の給付
きゅうふ

が受
う

けられることを 法 律 上
ほうりつじょう

の権利
けんり

として保障
ほしょう

した国
くに

の

制度
せいど

です。 

 

〇   生活
せいかつ

保護
ほ ご

にかかる費用
ひよう

は国民
こくみん

の税金
ぜいきん

でまかなわれており、生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

には様々
さまざま

な権利
けんり

が保障
ほしょう

されていると同時
どうじ

に、守
まも

っていただ

かなければならない義務
ぎ む

があります。

 

 

  

１．生活
せ い か つ

保護
ほ ご

制度
せ い ど

とは何
な に

か？ 
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〇 生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

は、生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

第
だい

１ 条
じょう

が定
さだ

めるとおり「すべての国民
こくみん

に対
たい

し、その 困 窮
こんきゅう

の程度
ていど

に応
おう

じ、必要
ひつよう

な保護
ほ ご

を 行
おこな

い、その最低
さいてい

限度
げんど

の生活
せいかつ

を保障
ほしょう

するとともに、その自立
じりつ

を 助 長
じょちょう

すること」を

目的
もくてき

とした制度
せいど

であり、単
たん

なる金銭
きんせん

等
とう

の支給
しきゅう

のみではなく、すべて

の国民
こくみん

に自分
じぶん

の 力
ちから

または他
ほか

の方法
ほうほう

で自立
じりつ

した生活
せいかつ

ができるよう

支援
しえん

することを目的
もくてき

とした制度
せいど

となっています。 

 

〇 したがって、生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

は、その 能 力
のうりょく

に応
おう

じて 就 労
しゅうろう

等
とう

に

よる経済的
けいざいてき

自立
じりつ

を目指
め ざ

し、また、健康
けんこう

で安定
あんてい

した生活
せいかつ

を送
おく

ることに

よる 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

との 積 極 的
せっきょくてき

な関
かか

わりを持
も

つことに

よる社会的
しゃかいてき

自立
じりつ

を図
はか

ることになります。 

  

２．生活
せ い か つ

保護
ほ ご

の目的
も く て き

～経済的
け い ざ い て き

・社会的
し ゃ か い て き

自立
じ り つ

～ 
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〇 生活
せいかつ

保護
ほ ご

制度
せいど

について詳
くわ

しく知
し

りたいなど、生活
せいかつ

保護
ほ ご

に関
かん

するご

相談
そうだん

を希望
きぼう

される方
かた

は、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

に相
そう

談
だん

ください。 

  また、生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

に対
たい

しては、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

の 職 員
しょくいん

であるケ

ースワーカーが家庭
かてい

訪問
ほうもん

を 行
おこな

うので、その際
さい

にもご相
そう

談
だん

ください。 

  なお、お住
すま

いの地域
ちいき

の 町 村
ちょうそん

役場
やくば

でも、生活
せいかつ

保護
ほ ご

に関
かん

する相談
そうだん

を

行
おこな

うことができます。 

 

〇 ケースワーカーなど福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

の 職 員
しょくいん

はすべて公務員
こうむいん

であり、相談
そうだん

について守秘
しゅひ

義務
ぎ む

が課
か

されているため、相談
そうだん

の秘密
ひみつ

は 必
かなら

ず守
まも

られます。 

 

 

  

３．生活
せ い か つ

保護
ほ ご

に関
か ん

する相談先
そ う だ ん さ き

について 
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〇 生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

は、正当
せいとう

な理由
りゆう

なく生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

を減額
げんがく

され、また、

生活
せいかつ

保護
ほ ご

の停止
ていし

および廃止
はいし

を受
う

けることはありません。 

 

〇 生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

として受
う

け取
と

った金銭
きんせん

等
とう

については、それに税金
ぜいきん

を課
か

さ

れたり、差
さ

し押
お

さえの 対 象
たいしょう

となったりすることはありません。 

 

〇 生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

は、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

およびケースワーカーから正当
せいとう

な

理由
りゆう

なく義務
ぎ む

を課
か

され、または、権利
けんり

を制限
せいげん

されることはありません。 

  

４．生活
せ い か つ

保護
ほ ご

受給者
じ ゅ き ゅ う し ゃ

の権利
け ん り

について 
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〇 生活
せいかつ

保護
ほ ご

については、おおむね以下
い か

の８種類
しゅるい

の扶助
ふじょ

（給付
きゅうふ

）が認
みと

め

られており、これらは原則
げんそく

として現金
げんきん

（口座
こうざ

振替
ふりかえ

を含
ふく

む。）で支給
しきゅう

さ

れます。 

① 生活
せいかつ

扶助
ふじょ

 

◆  食費
しょくひ

、衣服
いふく

、光熱費
こうねつひ

といった 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のために一般
いっぱん

に必要
ひつよう

と

なる費
ひ

用
よう

（いわゆる生活費
せいかつひ

に当
あ

たる費用
ひよう

） 

このほか、炊事
すいじ

用具
ようぐ

や冷暖房
れいだんぼう

器具
き ぐ

が 急
きゅう

に必要
ひつよう

となった場合
ばあい

の

費用
ひよう

（家具
か ぐ

什器
じゅうき

費
ひ

）や常時
じょうじ

失禁者
しっきんしゃ

の紙
かみ

おむつ代
だい

（被服費
ひ ふ く ひ

）といっ

た、 日 常
にちじょう

の生活費
せいかつひ

とは別
べつ

に一時的
いちじてき

に必要
ひつよう

となる費用
ひよう

が支給
しきゅう

される

場合
ばあい

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．生活
せ い か つ

保護
ほ ご

の種類
し ゅ る い

および内容
な い よ う

について 

※ 生 活
せいかつ

扶助
ふじょ

については、以下
い か

の場合
ばあい

などに扶助費
ふじょひ

が加算
かさん

（ 増 額
ぞうがく

）さ

れることがあります。詳
くわ

しくは福祉
ふくし

事務所
じむしょ

にご相
そう

談
だん

ください。 

・ 障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

を 受 給
じゅきゅう

可能
かのう

な程度
ていど

の 障 害
しょうがい

がある 障 害 者
しょうがいしゃ

がい

る世帯
せたい

（ 障 害 者
しょうがいしゃ

加算
かさん

） 

・ひとり親
おや

世帯
せたい

（母子
ぼ し

家庭
かてい

・父子
ふ し

家庭
かてい

）（母子
ぼ し

加算
かさん

） 

・児童
じどう

（18歳
さい

未満
みまん

の子
こ

など）を 養 育
よういく

している世帯
せたい

（児童
じどう

養 育
よういく

加算
かさん

） 

・介護
かいご

保険
ほけん

の第
だい

1号
ごう

被
ひ

保険者
ほけんしゃ

がいる世帯
せたい

（介護
かいご

保 険 料
ほけんりょう

加算
かさん

） 
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② 住 宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

 

◆  アパートの家賃
やちん

や自宅
じたく

の地代
ちだい

といった 賃 料
ちんりょう

や自宅
じたく

の修繕費
しゅうぜんひ

、

契約
けいやく

更 新 料
こうしんりょう

といった 住 居
じゅうきょ

の確保
かくほ

のために必要
ひつよう

な費用
ひよう

（共益費
きょうえきひ

や

管理費
か ん り ひ

といった 賃 料
ちんりょう

以外
いがい

の費用
ひよう

は含
ふく

まない。） 

 なお、特別
とくべつ

な事情
じじょう

がある場合
ばあい

には、敷金
しききん

および礼金
れいきん

といった

転居
てんきょ

のために必要
ひつよう

となる費用
ひよう

も認
みと

められる場合
ばあい

があります。 
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③ 医療
いりょう

扶助
ふじょ

 

◆  病気
びょうき

やケガの治療代
ちりょうだい

や 薬 代
くすりだい

などの費用
ひよう

（医療費
いりょうひ

） 

◆  医療
いりょう

器具
き ぐ

（コルセットやメガネ等
など

）を 購 入
こうにゅう

するための費用
ひよう

 

◆  通院
つういん

するための電車
でんしゃ

やバス（特別
とくべつ

に認
みと

められた場合
ばあい

はタクシー

も可能
かのう

）など通院
つういん

のための交通費
こうつうひ

に相当
そうとう

する費用
ひよう

（通院
つういん

移送費
い そ う ひ

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 医 療
いりょう

扶助
ふじょ

のうち、 医 療
いりょう

費
ひ

及
およ

び 医 療
いりょう

器具
き ぐ

は 現 金
げんきん

による 支 給
しきゅう

で

は な く 、 福祉
ふくし

事務所
じむしょ

が 発 行
はっこう

す る 『 医 療 券
いりょうけん

』 ま た は 『 診 療
しんりょう

依頼書
いらいしょ

』などを持
も

って 生 活
せいかつ

保護法
ほごほう

で指定
してい

された 医 療
いりょう

機関
きかん

で 診 療
しんりょう

を受
う

ける 必 要
ひつよう

があります。 

  また、 医 療
いりょう

扶助
ふじょ

により 医 療
いりょう

を受
う

けた場合
ばあい

に 調 剤
ちょうざい

される 薬
くすり

は、医師
い し

の 特 別
とくべつ

な指示
し じ

がある場合
ばあい

を 除
のぞ

き、後発医
こうはつい

薬 品
やくひん

（ジェネリ

ック医
い

薬 品
やくひん

）となります。 

このほか、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の 支 給
しきゅう

認 定
にんてい

を受
う

けている、または受
う

け

ることができる 病 気
びょうき

やケガの 治 療
ちりょう

については、 医 療
いりょう

扶助
ふじょ

ではなく

自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

制度
せいど

を 優 先
ゆうせん

して使
つか

っていただくことになります。 
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④ 教育扶助
きょういくふじょ

 

◆  義務教育中
ぎむきょういくちゅう

の児童
じどう

・生徒
せいと

のために 教 材
きょうざい

（教科書
きょうかしょ

や副読本
ふくどくほん

など）

や学用品
がくようひん

（筆記
ひっき

用具
ようぐ

など）を 購 入
こうにゅう

する場合
ばあい

などの費用
ひよう

 

◆  給 食 費
きゅうしょくひ

、通学
つうがく

のための道具
どうぐ

および交通費
こうつうひ

などの費用
ひよう

 

◆  校外活動参加費
こうがいかつどうさんかひ

、学習支援費
がくしゅうしえんひ

（課外学習
かがいがくしゅう

や部活動
ぶかつどう

など）の費用
ひよう

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 介護
かいご

扶助
ふじょ

 

◆  介護
かいご

サービスを利用
りよう

するための費用
ひよう

（介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

の利用
りよう

にかか

るもので、実費
じっぴ

相当
そうとう

額
がく

の範囲
はんい

に限
かぎ

る。）。 

 

 

 

  

※ 介護
かいご

扶助
ふじょ

は一部
いちぶ

を除
のぞ

き、 現 金
げんきん

で 支 給
しきゅう

されるのではなく、 在 宅
ざいたく

サービ

スや施設
しせつ

を利用
りよう

するといった 形
かたち

での 支 給
しきゅう

になります。 

※ 小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

などに 入 学
にゅうがく

予定
よてい

の 18 歳
さい

未満
みまん

の子
こ

がいる世帯
せたい

には、

教 育
きょういく

扶助
ふじょ

とは 別
べつ

に「 入 学
にゅうがく

準 備
じゅんび

金
きん

」が 給 付
きゅうふ

される場合
ばあい

がありま

す。 

  詳
くわ

しくは福祉
ふくし

事務所
じむしょ

にお尋
たず

ねください。 
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⑥ 出 産
しゅっさん

扶助
ふじょ

 

◆ 出 産
しゅっさん

に 関
かん

する費用
ひよう

（ 出産時
しゅっさんじ

に 病 院
びょういん

や 助産
じょさん

施設
しせつ

などに支払
しはら

う

費用
ひよう

） 

 

⑦ 生 業
せいぎょう

扶助
ふじょ

 

◆  小規模
しょうきぼ

な自営業
じえいぎょう

を 営
いとな

むための資金
しきん

または器具
き ぐ

を取得
しゅとく

するために

必要
ひつよう

な費用
ひよう

 

◆  職 業 訓 練
しょくぎょうくんれん

など 就 職
しゅうしょく

のために 直 接 必 要
ちょくせつひつよう

な技能
ぎのう

を身
み

に付
つ

ける

ための費用
ひよう

（技能
ぎのう

修得費
しゅうとくひ

） 

◆   就 職
しゅうしょく

のために直 接 必 要
ちょくせつひつよう

な器具
き ぐ

や被服
ひふく

などの費用
ひよう

（ 就 職
しゅうしょく

支度
したく

費
ひ

） 

◆  高等
こうとう

学校
がっこう

等
とう

への 就 学
しゅうがく

のための費用
ひよう

（高等
こうとう

学校
がっこう

の 授 業 料
じゅぎょうりょう

など） 

 

⑧ 葬祭
そうさい

扶助
ふじょ

 

◆  死
し

亡者
ぼうしゃ

の遺族
いぞく

又
また

は扶養
ふよう

義務者
ぎ む し ゃ

が、生活
せいかつ

困 窮
こんきゅう

のため葬祭
そうさい

を 行
おこな

う

ことができない場合
ばあい

の葬儀
そうぎ

費用
ひよう
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※ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

に 対
たい

しては、 生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

の 支給
しきゅう

以外
いがい

に、 国
くに

や

自治体
じ ち た い

などが各種
かくしゅ

負担
ふたん

の免除
めんじょ

を定
さだ

めている場合
ばあい

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※  生活保護
せいかつほご

開始後
かいしご

（ 開始
かいし

日
び

を 含
ふく

む 。） に 免 除
めんじょ

さ れ る 負担
ふたん

等
とう

の

代 表 例
だいひょうれい

は以下
い か

のとおりです。 

ただし、自治体
じちたい

によって制度
せいど

が 異
こと

なりますので、具体的
ぐたいてき

な 免 除
めんじょ

の

対 象
たいしょう

および 内 容
ないよう

は福祉
ふくし

事務所
じむしょ

または 町 村
ちょうそん

役場
やくば

にご 相
そう

談
だん

くださ

い。 

① 国 民
こくみん

年 金
ねんきん

の保 険 料
ほけんりょう

  

② NHK の 受 信 料
じゅしんりょう

 

③ 公 立
こうりつ

の幼稚園
ようちえん

・保育
ほいく

園
えん

の利 用 料
りようりょう

 

④ 固定
こてい

資産税
しさんぜい

、 住 民 税
じゅうみんぜい

、 県 民
けんみん

税
ぜい

などの 税 金
ぜいきん

 

⑤ 住 民 票
じゅうみんひょう

など 各 種
かくしゅ

証 明 書
しょうめいしょ

を 発 行
はっこう

する際
さい

の手 数 料
てすうりょう
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○ 生活保護受給中
せいかつほごじゅきゅうちゅう

は、以下
い か

の５つの義務
ぎ む

を守
まも

っていただきます。 

○ 生活保護受給中
せいかつほごじゅきゅうちゅう

は、以下
い か

の６つの義務
ぎ む

を守
まも

っていただきます。 

① 生活
せいかつ

を保持
ほ じ

し、 向 上
こうじょう

させる義務
ぎ む

 

◆  働
はたら

くことできる人
ひと

はできる限
かぎ

り早
はや

く 就 職
しゅうしょく

し、また、現
げん

に

働
はたら

いている人
ひと

は無理
む り

をしない程度
ていど

にいまよりも多
おお

く 働
はたら

いて

収 入
しゅうにゅう

を増
ふ

やすよう努力
どりょく

してください。 

◆  病気
びょうき

やケガのために 働
はたら

けない人
ひと

は、医師
い し

等
とう

の指示
し じ

に 従
したが

い、

入 院
にゅういん

または通院
つういん

を継続
けいぞく

し、一日
いちにち

でも早
はや

く健康
けんこう

を回復
かいふく

できるよ

う、まずは 療 養
りょうよう

に専
せん

念
ねん

してください。 

◆  生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

は、支給
しきゅう

の目的
もくてき

となった品目
ひんもく

のために支出
ししゅつ

するも

のであり、生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 前
じゅきゅうまえ

の 借 金
しゃっきん

やローンの返済
へんさい

のために

支出
ししゅつ

することは原則
げんそく

として認
みと

められません。 

また、生活
せいかつ

扶助
ふじょ

は目的
もくてき

が明確
めいかく

に定
さだ

められておりませんが、

過度
か ど

な飲酒
いんしゅ

やギャンブルなどの遊興費
ゆうきょうひ

として無駄
む だ

づかいせず、

計画的
けいかくてき

に支
し

出
しゅつ

してください。 

  

６．生活
せ い か つ

保護
ほ ご

の受給
じゅきゅう

中
ちゅう

に守
ま も

っていただくこと 
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② ケースワーカーに必要
ひつよう

な報告
ほうこく

を 行
おこな

う義務
ぎ む

 

◆  世
せ

帯
たい

の人数
にんずう

が増
ふ

えたまたは減
へ

った場
ば

合
あい

（世帯
せたい

の誰
だれ

かが死亡
しぼう

また

は転居
てんきょ

したことにより世帯
せたい

の人数
にんずう

が減
へ

った場合
ばあい

、世帯
せたい

の誰
だれ

かが

結
けっ

婚
こん

または 出 産
しゅっさん

したことにより世帯
せたい

に 転 入 者
てんにゅうしゃ

が 生
しょう

じた場合
ばあい

など。）には速
すみ

やかにケースワーカーに報告
ほうこく

してください。 

◆  世帯
せたい

の誰
だれ

かが 就 職
しゅうしょく

（ 退 職
たいしょく

）した場合
ばあい

や 入 学
にゅうがく

（ 卒 業
そつぎょう

）し

た場合
ばあい

など世帯
せたい

の 状 況
じょうきょう

に変化
へんか

があった場合
ばあい

は、速
すみ

やかにケース

ワーカーに報告
ほうこく

してください。 

◆  世帯
せたい

の 住 所
じゅうしょ

、家賃
やちん

や地代
ちだい

が変
か

わった場合
ばあい

や、世帯
せたい

の誰
だれ

かが

病 院
びょういん

 などに 入 院
にゅういん

した、または 病 院
びょういん

などを退院
たいいん

した場合
ばあい

には

速
すみ

やかにケースワーカーに報告
ほうこく

してください。 

◆  世帯
せたい

の誰
だれ

かが生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

以外
いがい

の 収 入
しゅうにゅう

を得
え

た場合
ばあい

（世帯
せたい

の誰
だれ

かが 働
はたら

いて 収 入
しゅうにゅう

を得
え

た場合
ばあい

のほか、親族
しんぞく

などから仕送
しおく

りをも

らった場合
ばあい

、保有
ほゆう

していた資産
しさん

を 売 却
ばいきゃく

等
とう

により処分
しょぶん

した場合
ばあい

を

含
ふく

む。）には速
すみ

やかにケースワーカーに報告
ほうこく

してください。 
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③  ケースワーカーの指導
しどう

および指示
し じ

に 従
したが

う義務
ぎ む

 

◆  ケースワーカーが生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

の目的
もくてき

を達成
たっせい

するために 行
おこな

う

指導
しどう

または指示
し じ

に 従
したが

ってください。 

◆  ケースワーカーが 行
おこな

う家庭
かてい

内面接
ないめんせつ

などの訪問
ほうもん

調査
ちょうさ

活動
かつどう

に 協
きょう

力
りょく

してください。 

◆  ケースワーカーから 収 入
しゅうにゅう

申告書
しんこくしょ

や資産
しさん

申告書
しんこくしょ

といった書類
しょるい

の提
てい

出
しゅつ

を求
もと

められたときは、定
さだ

められた期限
きげん

までに提
てい

出
しゅつ

して

ください。 

※ これらの 報 告
ほうこく

が 速
すみ

やかに 行
おこな

われなかった、または事実
じじつ

と 異
こと

な

る 報 告
ほうこく

が 行
おこな

われた場合
ばあい

には、受
う

けられたはずの 控 除
こうじょ

が受
う

けられ

なくなる場合
ば あ い

があるほか、過去
か こ

に 支 給
しきゅう

した生活保護費
せいかつほごひ

の 返 還
へんかん

が 求
もと

められる場合
ばあい

があります。 

【 控 除
こうじょ

の例
れい

】 

  高 校 生
こうこうせい

のアルバイト 収 入
しゅうにゅう

について、 申 告
しんこく

すれば 20 歳
さい

未満
みまん

控 除
こうじょ

が 認
みと

められるほか、クラブ活動費
かつどうひ

、 修 学
しゅうがく

旅行費
りょこうひ

、 学 習
がくしゅう

塾 費
じゅくひ

、 大 学
だいがく

受 験 料
じゅけんりょう

・ 入 学
にゅうがく

金
きん

等
とう

に充
あ

てることもできます。 
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④ 保有
ほゆう

する資産
しさん

の活用
かつよう

および他法
たほう

他
た

施策
せさく

を活用
かつよう

する義務
ぎ む

 

◆  土地
と ち

・建物
たてもの

といった不動産
ふどうさん

、宝石
ほうせき

その他
た

の貴金属
ききんぞく

、自動車
じどうしゃ

やオ

ートバイ・原付
げんつき

(いずれも、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

が保有
ほゆう

を容認
ようにん

したものを

除
のぞ

く。)、解約返戻金
かいやくへんれいきん

のある生命保険等
せいめいほけんとう

（ 例
たとえば

えば、生命保険
せいめいほけん

に

ついては返戻金
へんれいきん

がおおむね最低生活費
さいていせいかつひ

の 3 か月分
げつぶん

以下
い か

のもの、

学資
がくし

保険
ほけん

であれば 50万円
まんえん

以下
い か

のものを除
のぞ

く。）といった資産
しさん

は、

生活
せいかつ

のために原則
げんそく

として活用
かつよう

（処分
しょぶん

）していただきます。 

◆  各種年金
かくしゅねんきん

、手当
てあて

、 障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、自立支援医療
じりつしえんいりょう

など生活
せいかつ

保護
ほ ご

以外
いがい

の制度
せいど

が活用
かつよう

できる場合
ばあい

には、それらを生活
せいかつ

保護
ほ ご

より優先
ゆうせん

して活用
かつよう

（利用
りよう

）してください。 

 

  

※ ケースワーカーが 生 活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

に 対
たい

して 行
おこな

う指導
しどう

または指示
し じ

に 従
したが

わなかった場合
ばあい

には、生活保護
せいかつほご

の 変 更
へんこう

、停止
ていし

または廃止
はいし

といっ

た、 生 活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

にとって不利益
ふりえき

となる 処 分
しょぶん

を受
う

けることがあり

ます。 
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⑤ 扶養
ふよう

義務者
ぎ む し ゃ

からの支援
しえん

 

◆  親
おや

、子
こ

、 兄 弟
きょうだい

姉妹
しまい

といった扶養
ふよう

義務者
ぎ む し ゃ

から支援
しえん

を受
う

けられる

可能性
かのうせい

がある場合
ばあい

には援助
えんじょ

を受
う

けてください（金銭
きんせん

の援助
えんじょ

だけ

ではなく、親戚
しんせき

付
づ

き合
あ

いといった精神的
せいしんてき

な援助
えんじょ

を含
ふく

む。）。 

 

⑥ その他
た

の生 活 上
せいかつじょう

の義務
ぎ む

 

◆  家賃
やちん

や地代
ちだい

のほか、電気代
でんきだい

、ガス代
だい

、水道代
すいどうだい

といった 公 共
こうきょう

料
りょう

金
きん

は、滞納
たいのう

することなく支払
しはら

ってください。 

 

 

  

※ 家賃
やちん

や地代
ちだい

の支払
しはら

いについては、福祉
ふくし

事務所
じむしょ

から家主
やぬし

などに 直 接
ちょくせつ

支払
しはら

う 方 法
ほうほう

（代理納付
だいりのうふ

）に切
き

り替
か

える場合
ばあい

があります。 
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○ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

が生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

以外
いがい

の 収 入
しゅうにゅう

を得
え

た場合
ばあい

（ 借 金
しゃっきん

な

ど金銭
きんせん

の借入
かりいれ

を 行
おこな

った場合
ばあい

を含
ふく

む。）には、経費
けいひ

または控除
こうじょ

が認
みと

め

られる部分
ぶぶん

などを除
のぞ

き、当月
とうげつ

以降
いこう

の生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

が減額
げんがく

または過去
か こ

に

受 給
じゅきゅう

した生活保護費
せ い か つ ほ ご ひ

の返還
へんかん

を福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

から求
もと

められることがあり

ます。 

① 働
はたら

いたことによる 収 入
しゅうにゅう

を得
え

た場合
ばあい

 

働
はたら

いて 収 入
しゅうにゅう

を得
え

たことを意図的
い と て き

に福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

（ケースワーカー）

に報告
ほうこく

しなかったとみられる場合
ばあい

には、法律
ほうりつ

が定
さだ

める範囲
はんい

で加算
かさん

金
きん

を

徴 収
ちょうしゅう

することがあります。 

 

② 資産
しさん

の 売 却
ばいきゃく

等
とう

により 収 入
しゅうにゅう

を得
え

た場合
ばあい

 

資産
しさん

の 売 却
ばいきゃく

等
とう

には、不動産
ふどうさん

や自動車
じどうしゃ

および貴金属
ききんぞく

の 売 却
ばいきゃく

のほか、

生命
せいめい

保険
ほけん

などの解
かい

約
やく

による解約
かいやく

返戻
へんれい

金
きん

や 入 院
にゅういん

給付
きゅうふ

金
きん

の受取
うけと

りなど

が含
ふく

まれます。 

  

７．生活
せ い か つ

保護費
ほ ご ひ

の減額
げ ん が く

および返還
へ ん か ん

について 
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③ 各種
かくしゅ

年金
ねんきん

を過去
か こ

にさかのぼって受
じゅ

給
きゅう

することになった場合
ばあい

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給
じゅきゅう

開始後
か い し ご

に、年金
ねんきん

受 給 権
じゅきゅうけん

があることが判明
はんめい

した場合
ばあい

など、生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

が各種
かくしゅ

年金
ねんきん

を過去
か こ

にさかのぼって受
じゅ

給
きゅう

する

ことになった場合
ばあい

には、当月
とうげつ

以降
いこう

の生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

が減額
げんがく

されるほか、

年金
ねんきん

受 給 権
じゅきゅうけん

が 生
しょう

じた時点
じてん

から現在
げんざい

までに支給
しきゅう

された生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

の

うち、各種
かくしゅ

年金
ねんきん

に相当
そうとう

する金額
きんがく

を返還
へんかん

していただきます。 

 

④ 交通
こうつう

事故
じ こ

などの損害
そんがい

賠 償
ばいしょう

や示談
じだん

金
きん

を受
う

けた場合
ばあい

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 中
じゅきゅうちゅう

に、交通
こうつう

事故
じ こ

や医療
いりょう

事故
じ こ

により損害
そんがい

賠 償
ばいしょう

や示談
じだん

金
きん

などを受
う

けた場合
ばあい

には、その中
なか

から一定
いってい

の金額
きんがく

を控除
こうじょ

した額
がく

を世帯
せたい

の 収 入
しゅうにゅう

として認定
にんてい

し、その 収 入
しゅうにゅう

として認定
にんてい

された金額
きんがく

を、原則
げんそく

として過去
か こ

にさかのぼって返還
へんかん

していただきます。 
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⑤ 親
おや

、子
こ

、 兄 弟
きょうだい

姉妹
しまい

といった扶養
ふよう

義務者
ぎ む し ゃ

などから援助
えんじょ

を受
う

けた場合
ばあい

 

生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 中
じゅきゅうちゅう

に、親
おや

、子
こ

および 兄 弟
きょうだい

姉妹
しまい

といった扶養
ふよう

義務
ぎ む

者
しゃ

から援助
えんじょ

を受
う

けた場合
ばあい

（いわゆる仕送
しおく

りのほか、親族
しんぞく

が子供
こども

に与
あた

えた

おこづかいを含
ふく

む。）には、当該
とうがい

援助
えんじょ

に相当
そうとう

する金額
きんがく

について、当月
とうげつ

以降
いこう

の生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

を減額
げんがく

するか、納付書
のうふしょ

などを用
もち

いて返還
へんかん

していただ

きます。 

なお、米
こめ

、野菜
やさい

、海産物
かいさんぶつ

といった 食 料 品
しょくりょうひん

などの援助
えんじょ

を受
う

けた場合
ばあい

には、当該
とうがい

援助
えんじょ

に相当
そうとう

する金額
きんがく

について同様
どうよう

に 扱
あつか

います。 
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○ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

開始後
か い し ご

は医療費
いりょうひ

は全額
ぜんがく

公費
こうひ

によりまかなわれます。 

  なお、医療
いりょう

を受
う

ける場合
ばあい

は、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

が発行
はっこう

する『医療券
いりょうけん

』また

は『 診 療
しんりょう

依頼書
いらいしょ

』を持
も

って、 生活
せいかつ

保護法
ほ ご ほ う

で指定
してい

された 医療
いりょう

機関
きかん

で

診 療
しんりょう

を受
う

ける必要があります。 

 

○ 『 医療券
いりょうけん

』または『 診 療
しんりょう

依頼書
いらいしょ

』の 発行
はっこう

を 求
もと

める場合
ばあい

には、

病 院
びょういん

に行
い

く前
まえ

に 町 村
ちょうそん

役場
やくば

に『 傷 病 届
しょうびょうとどけ

』を提
てい

出
しゅつ

してください。 

  なお、夜間
やかん

や 休 日
きゅうじつ

といった時間外
じかんがい

に 病 院
びょういん

に行
い

く場合
ばあい

など 緊 急
きんきゅう

に

医療
いりょう

を受
う

ける必要
ひつよう

がある場合
ばあい

には、医療
いりょう

機関
きかん

に生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

であ

ることを説明
せつめい

し、診療後
しんりょうご

に 町 村
ちょうそん

役場
やくば

に『 傷 病 届
しょうびょうとどけ

』を提
てい

出
しゅつ

して

ください。 

 

  

８．生活
せいかつ

保護
ほ ご

受給中
じゅきゅうちゅう

にケガや病気
び ょ う き

になった場合
ば あ い

について 
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○ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

開始後
か い し ご

は医療
いりょう

扶助
ふじょ

により医療
いりょう

を受けることができるように

なるため、生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

は国民健康保険
こくみんけんこうほけん

に加入
かにゅう

できなくなります。 

そのため、それまで国民健康保険
こくみんけんこうほけん

に加入
かにゅう

されていた方
かた

は、 国民
こくみん

健康
けんこう

保険証
ほけんしょう

、後期高齢者医療被保険者証
こうきこうれいしゃいりょうひほけんしゃしょう

等
とう

などが使用
しよう

できなくなるた

め、それらを 町 村
ちょうそん

役場
やくば

に返納
へんのう

してください。 

会社
かいしゃ

の健康
けんこう

保険証
ほけんしょう

や日雇
ひやとい

健康
けんこう

保険証
ほけんしょう

は継続
けいぞく

して使用
しよう

できますので、

お持
も

ちの方
かた

は事前
じぜん

に福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

にご相
そう

談
だん

ください。 

 

〇 入 院
にゅういん

したときの差額
さがく

室 料
しつりょう

や保険
ほけん

が適用
てきよう

されない治療
ちりょう

を受
う

けた時
とき

は、ご自身
じしん

でお支払
しはら

いいただくこととなりますので注意
ちゅうい

してくださ

い。 

 

〇 医師
い し

から、医療
いりょう

器具
き ぐ

（メガネ、コルセットなど）・施術
せじゅつ

（ 柔
じゅう

道
どう

整復
せいふく

、あんま、マッサージ、はり、きゅう）等
とう

の必要
ひつよう

があるとの指示
し じ

があった場合
ばあい

には、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

にご相談
そうだん

ください。 
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○ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

についても、高齢
こうれい

または病気
びょうき

やケガにより介護
かいご

が

必要
ひつよう

になった場合
ばあい

には、介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

に基
もと

づく介護
かいご

サービスを受
う

ける

ことができます。 

 

○ 介護
かいご

が必要
ひつよう

になった方
かた

は、 町 村
ちょうそん

役場
やくば

の介護
かいご

保険
ほけん

担当課
たんとうか

（40歳
さい

以上
いじょう

65歳
さい

未満
みまん

の方
かた

は福祉事務所
ふ く し じ む し ょ

の生活保護担当
せいかつほごたんとう

）に介護
かいご

が必要
ひつよう

かについて

の審査
しんさ

判定
はんてい

を受
う

けてください。 

 

○ 毎月
まいつき

の介護保険料
かいごほけんりょう

の支払
しはら

いは、65歳
さい

以上
いじょう

の生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

につ

いては、年金
ねんきん

から差
さ

し引
ひ

かれるか、または生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

（生活
せいかつ

扶助
ふじょ

）に

介護
かいご

保険料
ほけんりょう

に相当
そうとう

する金額
きんがく

が上乗
うわの

せされた上
うえ

で、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

が 直 接
ちょくせつ

支払
しはら

いを 行
おこな

います。 

  なお、40歳
さい

以上
いじょう

65歳
さい

未満
みまん

で医療
いりょう

保険
ほけん

未加入
みかにゅう

の方
かた

および 40歳
さい

未満
みまん

の方
かた

は介護
かいご

保険料
ほけんりょう

を納
おさ

める必要
ひつよう

がありません。 

 

  

９．生活
せいかつ

保護
ほ ご

受給中
じゅきゅうちゅう

に介護
か い ご

が必要
ひつよう

になった場合
ば あ い

について 



22 
 

 

 

 

○ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

が、 就 労
しゅうろう

により最低
さいてい

生活費
せいかつひ

以上
いじょう

の 収 入
しゅうにゅう

を得
え

ら

れるようになった場合
ばあい

や、扶養
ふよう

義務者
ぎ む し ゃ

から扶養
ふよう

を受
う

けることができるよ

うになった場合
ばあい

など、生活
せいかつ

保護
ほ ご

を継続
けいぞく

する必要
ひつよう

がなくなった場合
ばあい

には、

生活
せいかつ

保護
ほ ご

は停止
ていし

または廃止
はいし

されます。 

 

○ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

が停止
ていし

または廃止
はいし

された場合
ばあい

は、医療
いりょう

扶助
ふじょ

を受
う

けることが

できなくなるので、 速
すみ

やかに 国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほけん

などの 公的
こうてき

医療
いりょう

制度
せいど

に

加入
かにゅう

してください。 

  また、 生活
せいかつ

保護
ほ ご

廃止
はいし

の 理由
りゆう

が、 就 労
しゅうろう

により 最低
さいてい

生活費
せいかつひ

以上
いじょう

の

収 入
しゅうにゅう

を得
え

ることができるようになったからといった場合
ばあい

には、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

から『 就 労
しゅうろう

自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

金
きん

』が給付
きゅうふ

される場合
ばあい

があるので、

具体的
ぐたいてき

な給付額
きゅうふがく

の確認
かくにん

を含
ふく

め、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

にご確認
かくにん

ください。 

 

○ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

が停止
ていし

または廃止
はいし

された後
のち

、生
せい

活
かつ

がふたたび 困 窮
こんきゅう

した

場合
ばあい

には、いつでも生活
せいかつ

保護
ほ ご

の再開
さいかい

または再
さい

申請
しんせい

が可能
かのう

なので、福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

にご相
そう

談
だん

ください。 

 

  

１０．生活
せいかつ

保護
ほ ご

の停止
て い し

または廃止
は い し

の際
さい

に必要
ひつよう

な手続
て つ づ

きについて 
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〇 生活
せいかつ

保護
ほ ご

の 受 給
じゅきゅう

は 国民
こくみん

の権利
けんり

であり、 正当
せいとう

な理由
りゆう

なく 必要
ひつよう

な

給付
きゅうふ

が受
う

けられなかった場合
ばあい

には、行政不服審査法
ぎょうせいふふくしんさほう

に基
もと

づく不服
ふふく

申
もう

し

立
た

て（審査請求
しんさせいきゅう

）を利用
りよう

することができます。 

 

○ どのような場合
ばあい

に審査
しんさ

請 求
せいきゅう

できるかについて、詳
くわ

しくは福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

におたずねください。 

 

○ 審査
しんさ

請 求
せいきゅう

は県
けん

知事
ち じ

あてに書面
しょめん

（審査
しんさ

請 求 書
せいきゅうしょ

）を提
てい

出
しゅつ

して 行
おこな

い、

県
けん

知事
ち じ

は福祉
ふくし

事務所
じ む し ょ

の判断
はんだん

に違法
いほう

または不当
ふとう

な点
てん

がないか審査
しんさ

します。 

  また、県
けん

知事
ち じ

による審査
しんさ

の結果
けっか

に不服
ふふく

がある場合
ばあい

には、厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

に再
さい

審査
しんさ

請 求
せいきゅう

を 行
おこな

うことができます。 

 

  

１１．生活
せ い か つ

保護
ほ ご

に関
か ん

する不服
ふ ふ く

申
も う

し立
た

てについて 
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和歌山
わ か や ま

県内
け ん な い

の福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

一覧
い ち ら ん

 （町村部
ち ょ う そ ん ぶ

） 

① 海草
かいそう

振興局
しんこうきょく

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

（紀
き

美野
み の

町
ちょう

） 

〒 642-0022 海南市
か い な ん し

大野中
お お の な か

９３９ 

② 伊都
い と

振興局
しんこうきょく

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

（かつらぎ 町
ちょう

、九度山町
く ど や ま ち ょ う

、高野町
こうやちょう

） 

〒 649-7203 橋本市
は し も と し

高野口町
こうやぐちちょう

名古曽
な ご そ

９２７ 

③ 有田
あ り だ

振興局
しんこうきょく

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

（湯浅町
ゆあさちょう

、広川町
ひろがわちょう

、有
あり

田川町
だがわちょう

） 

〒 643-0004 湯浅町
ゆあさちょう

湯浅
ゆ あ さ

２３５５－１ 

④ 日
ひ

高振興局
だかしんこうきょく

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

（美浜町
みはまちょう

、日高町
ひだかちょう

、由良町
ゆ ら ち ょ う

、印南町
いなみちょう

、日
ひ

高川町
だかがわちょう

） 

〒 644-0011 御坊市
ご ぼ う し

湯川町
ゆかわちょう

財部
た か ら

８５９－２ 

⑤ 西牟婁
に し む ろ

振興局
しんこうきょく

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

（みなべ 町
ちょう

、白浜町
しらはまちょう

、上富田町
かみとんだちょう

、すさみ 町
ちょう

） 

〒 646-8580 田辺市
た な べ し

朝日ケ丘
あ さ ひ が お か

２３－１ 

⑥ 東牟婁
ひ が し む ろ

振興局
しんこうきょく

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

（那智勝浦町
な ち か つ う ら ち ょ う

、太地町
たいじちょう

、北山村
きたやまむら

） 

〒 647-8551 新宮市
し ん ぐ う し

緑ケ丘
みどりがおか

２－４－８ 

⑦ 東牟婁
ひ が し む ろ

振興局
しんこうきょく

健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

串本
くしもと

支所
し し ょ

（古座川町
こ ざ が わ ち ょ う

、串 本 町
くしもとちょう

） 

  〒 649-4122 串 本 町
くしもとちょう

西 向
にしむかい

１９３ 

 

※ お住
す

まいの地域
ち い き

の町 村
ちょうそん

役場
や く ば

でも、生活
せいかつ

保護
ほ ご

の相談
そうだん

を 行
おこな

うことができ

ます。 
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和歌山
わ か や ま

県内
け ん な い

の福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

一覧
い ち ら ん

 （市部
し ぶ

） 

① 和歌山市
わ か や ま し

役所
やくしょ

 生活
せいかつ

支援
し え ん

第
だい

1課
か

・第
だい

2課
か

 

〒 640-8511 和歌山市
わ か や ま し

七番丁
しちばんちょう

２３番地
ば ん ち

 

② 橋本市
は し も と し

役所
やくしょ

 福祉課
ふ く し か

 

〒 648-8585 橋本市
は し も と し

東家
と う げ

一丁目
いっちょ うめ

１番地
ば ん ち

１ 

③ 有田市
あ り だ し

役所
やくしょ

 福祉課
ふ く し か

 

〒 649-0392 有田市
あ り だ し

箕島
みのしま

５０番地
ば ん ち

 

④ 御坊市
ご ぼ う し

役所
やくしょ

 社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

 

〒 644-8686 御坊市
ご ぼ う し

薗
その

350番地
ば ん ち

２ 

⑤ 岩出市
い わ で し

役所
やくしょ

 社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

  

〒 649-6292 岩出市
い わ で し

西野
に し の

２０９番地
ば ん ち

 

⑥ 海南市
か い な ん し

役所
やくしょ

 社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

 

〒 642-8501 海南市
か い な ん し

南赤阪
みなみあかさか

１１番地
ば ん ち

 

⑦ 紀
き

の川市
か わ し

役所
やくしょ

 社会
しゃかい

福祉課
ふ く し か

 

〒 649-6492 紀
き

の川市
か わ し

西
にし

大井
お お い

３３８番地
ば ん ち

 

⑧ 田辺市
た な べ し

役所
やくしょ

 福祉課
ふ く し か

 

〒 646-8545 田辺市
た な べ し

高雄
た か お

一丁目
いっちょうめ

２３番
ばん

１号
ごう

 

⑨ 新宮市
し ん ぐ う し

役所
やくしょ

 健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

 福祉課
ふ く し か

 

〒 647-8555 新宮市
し ん ぐ う し

春日
か す が

１番
ばん

１号
ごう

 



 

 

 

 

 

 

 

 
        わ   か   やま    けん 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 


